
ྩ࿨�೥�݄��日ൃߦʢຖ݄�ճ��日ൃߦʣɹ*44/ ���������

日本地質学ձNews
Vol.27  No.8  August 2024



任期：2024 年 6月 8日から 2026 年総会

任期：2024 年 6月 8日から 2028 年総会
岩部良子（応用地質（株））
山本正司（山本司法書士事務所）

山路　敦（京都大学）

杉田律子（科学警察研究所）
星　博幸（愛知教育大学）

亀高正男（大日本ダイヤコンサルタント（株））
内野隆之（産業技術総合研究所）
岩井雅夫（高知大学）
内尾優子（東京国立博物館）
大坪　誠（産業技術総合研究所）
尾上哲治（九州大学）
加藤猛士（川崎地質（株））
小宮　剛（東京大学）
坂口有人（山口大学）
高嶋礼詩（東北大学）
辻森　樹（東北大学）
細矢卓志（中央開発（株））
松田達生（工学気象研究所）
山口飛鳥（東京大学大気海洋研究所）
矢部　淳（国立科学博物館）

青矢睦月（徳島大学）
天野一男（東京大学空間情報科学研究センター）
磯﨑行雄（東京大学）
大友幸子（山形大学）
岡田　誠（茨城大学）

笠間友博（箱根町役場）
加藤　潔（駒澤大学）
香取拓馬（フォッサマグナミュージアム）
金丸龍夫（日本大学）
神谷奈々（京都大学）
川村紀子（海上保安庁海上保安大学校）
清川昌一（九州大学）
桑野太輔（京都大学）
小松原純子（産業技術総合研究所）
齋藤　眞（産業技術総合研究所）
佐々木和彦（佐々木技術士事務所）
澤　燦道（東北大学）
沢田　健（北海道大学）
沢田　輝（富山大学）
下岡和也（関西学院大学）
菅沼悠介（国立極地研究所）
高野　修（石油資源開発 ( 株 ) ）
田村嘉之（千葉県環境財団）
中澤　努（産業技術総合研究所）
西　弘嗣（福井県立大学）
野田　篤（産業技術総合研究所）
広瀬　亘（北海道立総合研究機構）
松田博貴（熊本大学）
道林克禎（名古屋大学）
矢島道子（東京都立大学）
山本啓司（鹿児島大学）
和田穣隆（奈良教育大学）



1日本地質学会News　27（８）

日本地質学ձNews
7ol.27 /o.8 August 2024
The Geological Society of Japan /ews
一ൠࣾஂ法人日本地質学会
˟101−0032　౦ژ౎ઍ代ా۠岩本町̎−８−15　Ҫܻビル ̒'
ฤ集委員長　দాୡੜ
TEL　03−5823−1150　'AX　03−5823−1156
main!geosociety.Kp（ॸ຿一ൠ）
Kournal!geosociety.Kp（編集）
http�//www.geosociety.Kp

Contents
案内ʜʜ2
堆積学スクール 2024

ެ募ʜʜ2
౦ژ大学大学Ӄ理学系研究科地球࿭੕科学専߈教һのެ募/島根大学
学術研究Ӄ環境シスςム科学系（自વ֐ࡂ科学）教һެ募

各৆・研究ॿ成ʜʜ2
第46（ྩ࿨6年度）ԭೄ研究঑ྭ৆ਪન応募/2025年日本アイιトー
プڠ会঑ྭ৆/2025年度࡫川科学研究ॿ成募集

ത物館・ジオパークで地球を学΅うʂ（32）ʜʜ4
ळా大学大学Ӄ国際ݯࢿ学研究科ෟ属鉱ۀത物館

CALE/DARʜʜ6

TOPICʜʜ7
ॕʂ 地質学者が「ژ౎৆」ॳड৆（ү⃻行༤）

ए手८検・研究集会　in Ѫ知県−ذෞ県ʜʜ8

地質学ࢽࡶに新しい論文がެ開されていますʜʜ9

部コーナーʜʜ10ࢧ
中部ࢧ部：2024年年会（෋山）報告
関౦ࢧ部：Ո଒८検「׉生化石館と周辺の石փ岩の見学」のお知ら
ͤ/講演会「県の石−౦ژ౎の岩石・鉱物・化石−」のお知らͤ（第
一報）

Ӄ生コーナーʜʜ12
ハードロック掘削科学ワークショップ 参加報告（松山࿨樹）

表ࢴ紹介：ʜʜ13
第15回࿭੕地球フΥトコンςスト：༏ल৆「龍うねる」（門脇正ߊ）

入会ਃ込ॻʜʜ14

ৼସґཔॻ࠲຤　会費口ר

ҹ࡮・੡本：日本ҹג࡮式会ࣾ　౦ژ౎๛島۠౦஑ା4−41−24



2 日本地質学会News　27（８）

本会以外の学会およ
び研究会・ҕһ会か
らの͝案内をࡌܝし
ます．

͝Ҋ಺

ଯੵ学スクーϧ ����

ʮ҆ഒ઒ྲྀݯ域のେ่յがྲྀ域のଯੵ࡞༻ͱ
地ൃܗୡに༩͑ͨӨڹʯ
今年度の堆積学スクールは，੩Ԭ県安ഒ川流
域を対৅に，安ഒ川ݯ流域の大่յが堆積作
用と地形発達に༩えた影響を考えます．現地
でのઆ໌౳は学生やॳ学者に合わͤた形式に
なりますのでྃ͝ঝください．
日 程：2024年11月2日（ 土 ） ޕ 後～11月3日

（日）夕方
৔所：੩Ԭ県੩Ԭ市安ഒ川周辺地域
集合・解ࢄ：
11/2（土）12時半　੩ԬӺೆ口集合，17時ࠒ
一時解21～19，ࢄ時地形図のಡ図（ཌ日の予
श）
11/3（日）8時半　੩ԬӺೆ口集合，17時ま
でに੩ԬӺ前で解ࢄ
॓ധ：੩ԬӺ周辺で各自手഑
講ࢣ：白Ҫ正໌氏（౦ژ౎立大学）・Ӊ௡川
子氏（法੓大学）ڤ
定һ：13名（ਃし込みが多い৔合は学生༏
ઌ・会һ༏ઌ）
参加費（予定）：一ൠ会һ　25,000ԁ，学生
会һ　8,000ԁ，ඇ会һ一ൠ　35,000ԁ，ඇ会
һ学生　13,000ԁ
スέジϡール（予定）
11/2（土）：ޕ後　安ഒ川Տ口～三保松原，
൩　Ӻ北ଆのି会議室にて地形図のಡ図
11/3（日）：ޕ前　大୩่，ޕ後　赤水のୌ
周辺
参加費のࢧ෷い方法：原ଇ Web決ࡁ．ਃ込
క੾後に参加費を決定し個ผに案内予定．
参加ਃ込フΥーム：https�//forms.gle/fEM1
E,8cD6HWfohn6
CPD ड講証໌ॻを発行可能（ਃ込フΥーム
にてड෇）
（݄）క੾ɿ9݄3�೔ࠐՃਃࢀ
໰い合わͤઌ：西ాঘԝ（行事ҕһ長）：
nishidan !u-gakugei.ac.Kp

教һ・৬һެ募౳のٻ人χϡ
ース原稿につきましては，࠾
用結果をお知らͤいただけま
すようおئいகします．

公ื

౦ژ大学大学院ཧ学ܥ研究科
地球惑星科学ઐڭ߈һͷެื

ެ募人һ：।教त1名
ެ募分野：ςクトχクス分野のうち，特に構
造地質学や岩石学や鉱物学に関連する分野
応募ࢿ格：ത士の学位を有し，フィールド調
査と地質学的観察に基づきςクトχクスおよ
び火山・地震などの研究をਪ進し，それに関
連する教育を行えること．
学部および大学Ӄレϕルでの指ಋを行うため
にे分な日本語能力（ண೚時に不可能な৔合
は，5年以内にこのレϕルの日本語能力を身
につけることが๬ましい）
応募方法：自નもしくは他ન（日本国内機関
所属のみ）（他નの৔合は，͝本人がྃ解さ
れていること）
ண೚時期：決定後，できるだけૣい時期
（೚期なし）ۈ約期間：常ܖ
試用期間：࠾用された日から6 ϲ月間
बۀ৔所：大学Ӄ理学系研究科（౦ژ౎文ژ
۠本1-3-7ڷ）

（変ߋのൣғ）本学の指定する৔所（഑ஔ換
ຢは出向を意に൓して໋じられることは原ଇ
ない．詳細は౦ژ大学教һのबۀに関するن
定第4৚による．）
所属：౦ژ大学 大学Ӄ理学系研究科 地球࿭
੕科学専ݻ ߈体地球科学講࠲
຿内容：大学Ӄおよび学部における講義やۀ
フィールド調査実श౳ٴびӡӦۀ຿へのߩ
び出向をٴ഑ஔ換，݉຿（のൣғߋ変）．ݙ
໋じることがある（意に൓して໋じられるこ
とは原ଇない．詳細は౦ژ大学教һのबۀに
関するن程第4৚による．）
Ԡืక੾ɿ2�24೥9݄24೔（Ր）ඞண
໰い合わͤઌ：
౦ژ大学 大学Ӄ理学系研究科 地球࿭੕科学
専߈ ΢Υリス サイモン
ి子メール：swallis!eps.s.u-tokyo.ac.Kp
ి話：03-5841-4510
提出ॻྨ΄かެ募の詳細は下هを参রして下
さい．
https�//www.eps.s.u-tokyo.ac.Kp/Kob2024
0809/

ౡࠜ大学学ज़研究院環境システϜ
科学ܥʢࣗવ֐ࡂ科学ʣڭһެื

所属：学術研究Ӄ環境シスςム科学系

୲౰：総合理޻学部地球科学科ɺ自વ科学研
究科環境シスςム科学専߈
৬名ٴび人һ：।教तɺ講ࢣまたはॿ教1名

（同౳であれ͹ঁ性を༏ઌして࠾用します）
  ೚期なし　ۈ຿形ଶ　　　常ۈ
専門分野：自વ֐ࡂ科学分野	野外における
地形・地質データをDX手法（GIS, AI౳）に
より解析しɺ土࠭֐ࡂ・斜面֐ࡂ౳の自વࡂ

に໾立てる研究ݮܰ֐
応募ࢿ格：
1）ത士の学位を有する方
2）島根大学ݑষ（https�//www.shimane-u.
ac.Kp/）に理解をࣔす方
用後，松江市ຢはその周辺地۠にඞず࠾（3
できる方ॅډ
4）地域との連ܞに積ۃ的な方　
5）地質技術者ཆ成（JABEEプログラム）に
積ۃ的にݙߩできる方
用予定時期：ྩ࿨7年4月1日以߱のできる࠾
だけૣい時期
೚期：೚期なし
試用期間：࠾用の日から6月
Ԡืక੾೔ɿྩ࿨�೥1�݄31೔（໦）（ඞண）

ʲ໰い合わͤઌʳ
˟690-8504　島根県松江市西川௡町1060
島根大学学術研究Ӄ環境シスςム科学系
総合理޻学部地球科学科
学科長　林　広樹
TEL：0852-62-6463
E-mail�hayashi!riko.shimane-u.ac.Kp
提出ॻྨ΄かެ募の詳細は下هを参রしてく
ださい．
https�//www.shimane-u.ac.Kp/introduction/
recruit/recruit@prof/04@recruit@riko@132.
html

日本地質学会にͤدられ
たީิ者の募集・ਪનґ
པ౳を͝案内கします．

֤৆ɾ
ॿ੒ڀݚ

第��	ྩ和�年౓ʣ
ԭೄ研究঑ྭ賞ਪનԠื

　ԭೄ研究঑ྭ৆は，ԭೄの地域ৼ興ٴび学
術ৼ興にݙߩする人ࡐを発掘し，育成するこ
とを目的として，ত࿨54年に創設されまし
た．
　本঑ྭ৆は，ԭೄを対৅としたক来性๛か
な༏れた研究（自વ科学，人文科学，ࣾ会科
学）を行っている新進研究者（ຢはグルー
プ）の中から， ड৆者3名以内を選考し，঑
ྭ৆として本৆ฒびに෭৆として研究ॿ成金
50万ԁをଃり表জするものです．
応募ࢿ格：
学ڠ会u研究機関एしくは実੷のある研究者
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からਪનをडけた50ࡀ以下の者で，2024年7
月15日現在で50ࡀ以下の者
応募方法：

（1）「ԭೄ研究঑ྭ৆ਪન応募用ࢴ」
（2）研究成果物（論文3点以内，ஶॻがある
৔合は1࡭）

（3）研究成果物のཁࢫ（それぞれA4൑横ॻ
き各1,000字以内，ཁࢫは日本語とする）

（4）研究ۀ੷リスト（ஶॻ，論文౳30点以
内，A4横ॻき）
応募ॻྨの提出ઌ：
˟103-0001　౦ژ౎中ԝ۠日本ڮ小఻അ町
17-6　201
ެӹஂࡒ法人ԭೄڠ会「ԭೄ研究঑ྭ৆」係
Ԡืక੾ɿ2�24೥9݄3�೔（౰೔ফҹ·Ͱ༗
ޮ）（学ձక੾9݄�೔）
詳しくは，http�//www.okinawakyoukai.Kp/

���5年
೔ຊΞΠιトープڠձ঑ྭ賞

　์ࣹ性同位体ٴび์ࣹઢに係わる基ૅฒび
に応用研究において，ಠ創的かつݦஶな成果
を挙げ，ক来の利用֦大u発展へのد༩uࣾ会
の研究者個人ݎ౳が期待されるए手u中ݙߩ
をݦজしています．自નu他નを໰わず，広
くީิ者を募集しますので，ͥͻお近くの方
へ͝案内いただけますよう，よΖしくおئい
いたします．なお，下ه応募ࢿ格を満たͤ
͹，࠶応募も可能です．
応募分野：์ࣹ性同位体ٴび์ࣹઢに係わる
基ૅฒびに応用研究を対৅とする．なお，์
ࣹ性同位体ٴび์ࣹઢの؅理，ܒ発，ීٴ活
動，ࣾ会活動についても考慮する．
క੾ɿ2�24೥1�݄31೔（໦）
応募ࢿ格など詳細ٴび応募ॻྨはڠ会ϗーム
ϖージにて͝確ೝください．
https�//www.Krias.or.Kp/report/cat1/309.
html
本件に関するお໰合ͤઌ：
日本アイιトープڠ会学術՝
日本アイιトープڠ会঑ྭ৆事຿ہ
ి話：03-5395-808
メール：shoreisho-r!Krias.or.Kp

���5年౓
઒科学研究ॿ੒ืू࡫

主な募集৚件：
ʲ学術研究部門ʳ
・大学Ӄ生౳（修士՝程・ത士՝程）
用のए手研究者ޏ以下の೚期෇きࡀ35・
・ただしɺ「海に関係する研究」は重点ςー

マとしてࢧԉし，ޏ用形ଶは໰わない．
・ॿ成ֹはɺ1件150万ԁをݶ度とする

ʲ実ફ研究部門ʳ
・学ߍ・/PO৬һ౳に所属している方

・ത物館ɺ図ॻ館౳の生֔学श施設に所属し
ている学芸һ・࢘ॻ౳

・年ྸɺޏ用形ଶは໰わないɻ
・ॿ成ֹはɺ1件50万ԁをݶ度とする
ਃ੥ؒظɿ2�24೥9݄1�೔（Ր）ʙ1�݄1�೔

（Ր）1����·Ͱ
ਃ੥方法：Webからのਃ੥となります．詳
細は本会Webサイトを͝確ೝ下さい．
https�//www.Kss.or.Kp/ikusei/sasakawa/
໰い合わͤઌ：
ެӹஂࡒ法人日本科学ڠ会　࡫川科学研究ॿ
成係
TEL：03-6229-5365
URL：https�//www.Kss.or.Kp
E-mail：Kosei!Kss.or.Kp
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どは現在までडけܧがれることはなかった．
1941年に，֊上にあった物理実験室から発生
した火ࡂでྻ品室は全মし，展ࣔされていた
標本の΄とんどがࣦわれた．ผの৔所に保؅
され火ࡂを໔れたۇかな標本からの࠶出発で
あったが，その後の長きにわたるऩ集活動の
結果，現在の所ଂ標本数は，鉱物・鉱石を中
心に約2万点を数えるまでになっている．
　ઓ後，ळా鉱専がळా大学鉱山学部に࠶編
された際には，ྻ品室は鉱山学部ෟ属鉱山ത
物館にվশされた．ത物館法が制定されたཌ
年の1952年には，ૣくもത物館相౰施設の指
定をडけており，大学ത物館の૲分け的存在
となった．1961年の創立50周年ه೦事ۀで有
෇金により，ԁ౵ਧきൈけ3دから募ったࢤ
ての研究౩ݐ֊ての展ࣔ౩（写真1）と4ݐ֊
からなる現在のݐ屋がݐ設された．ཌ年，鉱
山学部ෟ属鉱ۀത物館（Mineral Industry 
Museum）にվশされ開館した．
　1997年には，研究科教һが݉୲する館長と
主事2名に加えて，専೚教һ1名が഑ஔされ，
大学ത物館に;さわしいӡӦ体制の੔備が進
んだ．しかしながら，2014年の国際ݯࢿ学部
発଍時のվ組によって主事と専೚教һがഇ止
され，ത物館に関係する教һが制度上΄とん
どいなくなった．఻౷とن໛をތる大学ത物
館でありながら，その意義と有用性に考えが
͹ず，教育研究機能を大きく後ୀさͤてしٴ
まったことは大変残೦なことである．

�ɽలࣔҊ಺
　展ࣔ౩では，1֊に鉱物と鉱石，2֊に岩
石・地層・化石，3֊に鉱山関連のࢿ料を展
ࣔしている．2023年に施行されたվ正ത物館

法に໌هされたത物館ࢿ料の
デジタル・アーカイブ化に対応
するため，館内ネットワークを
੔備し，3D画૾コンςンπの
ૢ作や，タブレットを用いた標
本解આのサービスも提供して
いる．
�֊ʮ ߭ ෺ɾ ߭ ੴ ʯ1֊ に は，
2,000点༨りの鉱物・鉱石標本
を໢ཏ的に展ࣔしている．中ԝ
ϗールには，ळా大学ゆかりの
研究者の名前が෇けられた4छ
の新鉱物（౉辺鉱・ᤈ࣍࿠鉱・

�� ઃཱのഎܠͱԊֵ
　ळా県は，国内有数の鉱産ݯࢿにܙまれた
地域である．౦部の山地には，中期中新世後
期～後期中新世の火成活動に൐う鉱物ݯࢿが
๛෋である．日本海Ԋ؛地域には，ঁ川層の
岩とする༉ガスాが分෍すݯ質ท岩を根ܔ
る．さらに，੸ྊ山຺周辺の地熱ݯࢿとԹઘ
は，現在のマグマ活動の産物である．このよ
うなܙみをڗडし，かつて鉱ۀが活況をఄし
たळాは，日本の近代化と高度成長に大いに
した地域である．ळా県で義຿教育をडݙߩ
けた者なら͹誰しも，県ຽՎ二൪のՎࢺにあ
る「地下なる鉱຺ແݶのๅݿ」の一અを口ず
さむことができるはずである．
　ळా大学の2つのݯ流のͻとつは，鉱山開
発でࡒを成した藤ా・三ඛ（岩࡚）・古Տの
三ࡒൊ創ۀՈからのد෇金をಘて設立された
ळా鉱山専門学ߍ（ळా鉱専；1910年開ߍ）
である．多くの鉱山技術者をഐ出し，ઓ後そ
の໾ׂは鉱山学部，޻学ݯࢿ学研究科，そし
て現在の国際ݯࢿ学研究科にҾきܧがれてき
た．
　ळా大学大学Ӄ国際ݯࢿ学研究科ෟ属鉱ۀ
ത物館は，ळా大学がऩ集したݯࢿと地球に
関連したࢿ料・標本を研究・展ࣔしている施
設である．鉱山関連の展ࣔと国内有数のن໛
をތる鉱物・鉱石標本の展ࣔに特色がある．
　ത物館の歴史はळా鉱専創立時に設ஔされ
た“ϛϡーθアム”（ྻ品室）にはじまる．
設ஔ౰ॳからެ開施設であったྻ品室は，標
本数1,473点から始まり1922年の平࿨ه೦౦
，തཡ会に出品された大型標本も加わってژ
大変ॆ実した展ࣔをތっていたと఻えられて
いる．しかし，و重なコレクションの΄とん

加ೲ輝石・๛石）がある．これらは，本๜の
岩鉱分野の教育研究拠点の一つとして本学が
ஙいてきた地位を৅徴するものである．ळా
産の代表的標本としては，ߥ川・ాٶຢ鉱山
産のԫಔ鉱（写真2），Ѩਔ鉱山産のԫಔ鉱と
方Ԗ鉱，રѥԖ鉱，太良鉱山産の方Ԗ鉱，尾
沢鉱山産のરѥԖ鉱などを挙げることがでڈ
きる．市ϊ川鉱山や中੉鉱山産の輝安鉱

（'ig. 2），Նക鉱山のߚᛜχッέル鉱，Ҵ૔
石鉱山や野ాۄ川鉱山産のマンガン鉱物など
は，国産の大型標本である．その΄か，Եঁ
鉱山やಸཹ島産の石ӳの日本式૒晶，ڕࢳ川
産のᠴਯ輝石などは形や色がඒしい標本であ
る．金属鉱石では，ळా県北鹿産ࠇ鉱の標本
鉱山産をはじめとすמがॆ実している．ඛ܈
る金ۜ鉱石も๛෋である．ΤネルΪーݯࢿ関
連では，石炭とळా産原༉標本がある．
　鉱ۀത物館が所ଂする鉱物・鉱石標本は，
本๜を代表するو重なコレクションである．
1990年代，国内の΄とんどすべての金属鉱山
がด山し，かつてのような良質の鉱物・鉱石
を新たに࠾取することはきなくなった．その
ため，国産鉱物・鉱石アーカイブの੔備や鉱
物学・鉱চ学分野の学術利用のχーズを満た
すうえで，౰館にऩଂされている標本の重ཁ
性はӹ々大きくなっている．近年，かつて鉱
山で働いていた人たちよって࠾取され長くࢲ
ଂされていた鉱石標本をҾき取って΄しいと
いう，Ҩ଒からのґཔを度々डけるようにな
った．鉱ۀത物館では，これを国産標本がऩ
集できる最後の機会とଊえ，標本৘報の確か
なものについては積ۃ的にडけ入れ，コレク
ションをさらにॆ実さͤていきたいと考えて
いる．
�֊ʮࣗવ࢙ʯ岩石・地層・化石౳の標本は
このフロアに集められている．ᯁ石の小展ࣔ
には，ळా県で発見された白岩ᯁ石や国内最
大のؾઋᯁ石の小片がある．岩石標本は，分
ྨ展ࣔが中心になっているが，コマチアイ
ト，Ωンバーライト，一ϊ目ׁマールの෾火
によって地表にもたらされたカンラン岩や輝
岩のั֫岩，有色鉱物とແ色鉱物の同心ԁ構
造が発達する球状深成岩のコレクションなど
の見所がある．また，ळాۨϲ岳やௗ海山を
はじめ，国内外の多様な火山෾出物の標本を
見ることができる．二֊展ࣔスϖース中ԝ部
には，地層のണ͗取り標本が展ࣔされてい
る．能代断層のバックスラスト（ٯ川断層）
のᎡ曲֑から࠾取された࠭層は，2ຕの広域
ςフラ（S,とST）を挟んでおり，ෳ数の小

地学ɾؔݯࢿ࿈ඪຊͱ߭山ͷهԱΛܧঝ͠ະདྷʹͭͳ͙
西川　治・千田恵吾・齋藤　茜

博物館・ジオパークで地球を学ぼう！（32）
秋田大学大学院国際資源学研究科附属鉱業博物館

写真1．లࣔ౩தԝϗーϧ

ळా大学大学院ݯࢿࡍࠃ学研究科ෟଐ
博෺ؗۀ߭
˟010�8502　ळా市खܗ大୔28ʵ2
https���XXX.mus.akita�u.ac.jp�

ౙ期間：12月ʙ2月の日༵日（館日ٳ）
とॕ日，年຤年始：12月26日ʙ翌年1月
5日

info
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博物館・ジオパークで地球を学ぼう！

連科目のത物館実शなど，学生教育にも活用
されている．また，小中高ߍ生のஂ体見学や
৬৔体験での利用も多い．鉱物や化石の࠾集
と標本作りをするジϡχアサイΤンススクー
ルは，30年近く続く人ؾのイϕントである．
　特ผ展や講演会では，෯広くςーマを選ん
でいる．2022年にはアラビアのҥ૷や૷০
品，2023年にはスέッチと標本画を取り上げ
た．2024年には,江ށ時代後期の紀行Ո・ੁ
江真੅に関する講演会と଍੻探訪をا画して
いる．これらのイϕントでは，ݯࢿや地球科
学以外の෯広い分野に関心のある参加者が多
く集まり，来館者のすそ野を広げることに繋
がっている．

�� 地域࿈ܞ
ʮ͖͋ͨ߭山系ࢿྉؗωοτϫʔΫʯの׆ಈ
鉱ۀത物館では，ळా県内の4つの鉱山系ࢿ
料館：Ӄ内ۜ山異人館，大盛館，Ѩਔڷ土文
化఻ঝ館および史੻尾ڈ沢鉱山とともに，৘
報交換や研修の৔として「鉱山サϛット」を
ຖ年開催してきた．
　എ景には地方が௚面している人口ݮとաૄ
化の໰題がある．զが国では，高度成長期か
ら国内のݯࢿ産ۀがਰୀし，鉱山のด山が相
いだ．その੻には，かつてӫえていた鉱山࣍
のهԱを後世に఻えるために，ࢿ料館がݐて
られた．ऩଂ品の中には，ࢿ料価஋の高いも
のも多く含まれている．しかしながら，専門
知識がある৬һが഑ஔされておらず，標本୆
ாも੔備されていないなど，設立౰ॳから؅
理ӡӦ体制が不े分な施設が多い．近年，地
方では急速に人口ݮগが進んでおり，ळా県
はそのઌ頭をͻた૸っている．その影響は，
料館の経Ӧをさらに೉しいものにしていࢿ
る．活動の動機は，このまま์ஔすれ͹，鉱
山から࠾掘されたو重な鉱石や鉱山道۩，鉱
山町特有の文化的ࢿ料がࢄҳしかねないとい
うڧいة機感である．
　վ正ത物館法では，地域ࣾ会へのݙߩや施
設間連ܞによる՝題解決の取組がത物館の໾
ׂとして加えられた．これをडけて，鉱ۀത
物館と上هの4ࢿ料館が「あきた鉱山系ࢿ料
館ネットワーク」という名শで応募した事ۀ
が，2022年 度 お よ び2023年 度 の 文 化 ி
Innovate MUSEUM事ۀに࠾୒された．
　この事ۀでは，学Ϳ機会がないࢿ料館関係

断層がそれらを変位さͤている（写真3）．化
石展ࣔでは，各地質時代の代表的な化石をฒ
べている．その中で，北海道産の白ѥ紀のア
ンモナイトコレクションはまとまった展ࣔで
ある．また，ׁ上市๛川のアスファルト層か
ら産出したߋ新世の動物化石܈は，産༉県ळ
ాならではの標本といえるだΖう（写真4）．
�֊ʮݯࢿ開ൃɾ߭山ٕज़ʯ鉱物ݯࢿの展ࣔ
では探鉱・࠾鉱・選鉱・੡錬に分野が۠分さ
れ，石༉開発・鉱山保安・環境の展ࣔもあわ
ͤて，ݯࢿ開発の全体૾が೺Ѳできる．
　これらの展ࣔでは，実機とともにਫ਼密໛型
が多用されている．CGとのҧいは，໛型に
は実体があり，「モϊ」という点において実
物標本と同じだということである．໛型に࢖
われているࡐ料や࠶現方法は制作された時代
を൓өするし，ਫ਼៛に࠶現されたものであれ
͹޻芸品としてؑ৆される対৅にもなりう
る．࠾鉱分野の展ࣔの一部を構成している8
点の鉱山໛型は，ドイπ・フライϕルク鉱山
学ߍ（Bergakademie 'reiberg）の໛型޻๪
で100年以上前に੡作されたもので，౰館の
料となっているࢿ重なو分野を代表するݯࢿ

（写真5）．2011年の100周年ه೦事ۀのリχϡ
ーアルでは，新しく多数の鉱山໛型を展ࣔに
加えた．選鉱機の໛型は，すべて実機と同じ
動きを࠶現した可動式である．また，ಔס式
੡錬プラント໛型の制作では，実際の੡錬所
の見取り図を入手して細部まで正確に࠶現し
た．
　3֊奥の小部屋では，地中熱ώートポンプ
によるྫྷஆ๪シスςムの実証展ࣔを行ってい
る．年間を௨してԹ度変化がগない地中の熱
を利用することで，ྫྷஆ๪のコストを大෯に
削ݮすることが出来る．しかし，現在主流と
なっているॎ型の地中熱交換シスςムは設ஔ
費用が高ֹであるため，ීٴがあまり進んで
いない．౰館では，ந熱・์熱性能ではྼる
が௿コストで設ஔできるトレンチ式を࠾用し
ている．
　その΄か3֊には，ळాの鉱山史の展ࣔ室や，
ஜ๛の炭鉱࿑働者の生活をඳいた山本作ฌӴ
の水彩画コレクションも展ࣔされている．

ಈͱͦのଞのऔΓ૊Έ׆ٴҭɾීڭ ��
　鉱ۀത物館の利用者の大半は一ൠ見学者だ
が，地学やݯࢿ分野の講義や実श，学芸һ関

者の基ૅ知識を底上げし，主体的にࢿ料館活
動に取り組む動機෇けをするために，鉱山見
学会やݯࢿ学の基ૅを学Ϳ対面およびオンデ
マンド講࠲を開講した．また，鉱物学・鉱চ
学分野の専門Ոが，各ࢿ料館の鉱石標本の展
ࣔ・保؅状況を確ೝし，展ࣔ鉱石標本すべて
の標本୆ாを੔備した．さらに，各館の重ཁ
な標本の高ਫ਼細な写真やXઢCT撮影を行い，
それらの3D画૾コンςンπを作成しެ開し
た．これまでの成果物の一部は，鉱ۀത物館
HPの「あきた鉱山系ࢿ料館ネットワーク」
のリンクから入れ͹Ӿཡできるようになって
いる．
のల開　あきた鉱山系ޙࠓて͖ͨ՝୊ͱ͑ݟ
料館ネットワークの活動において，鉱石標ࢿ
本؅理の基盤となる標本୆ாを作成できたこ
とは，大変大きな成果である．一方で，ࢿ料
館活動を୲う人ࡐの育成や地域ݙߩについて
いえ͹，大半の地方では人口ݮがۃ度に進ん
だ結果，既にこの事ۀが実ޮ性を࣋つஈ֊は
ա͗てしまったのではないかという実感を࣋
っている．長期的なࢹ点で地域の鉱山系ࢿ料
館にऩଂされているو重な標本の保存や活用
を考えるなら͹，これをܧঝできるしっかり
したडけࡼを真݋に໛索しなけれ͹ならない
時期に来ている．鉱ۀത物館では，あきた鉱
山系ࢿ料館ネットワークの活動を，今後の活
動のபのͻとつに位ஔ෇け，各ࢿ料館にऩଂ
されている標本をネットワーク全体で一体的
に؅理し活用する࢓組みを構ஙするととも
に，地域外にも広く発৴して標本のັ力を఻
えていきたいと考えている．


ണ͗औりඪ本（ԣ෯ɿ24� cm֑ۂ઒அ૚Ꭱٯԫಔ߭ඪ本．写真3ɿ࢈ࢁຢ߭ాٶΒɼ写真2ɿ͔ࠨ．写真4ɿ๛઒༉ాΞスϑΝϧ
τ૚த͔Β࢈ग़ͨ͠ススの಄෦Խੴ	長͞ɿ32 cm


写真�．ϑϥΠϕϧά໛޵　ܕ಺シスςϜ
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C A L E N DAR
2024.9～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催৔所を͝案内கします．会һのօ様の৘報
をお待ちしています．
˒ҹは学会主催，（共）共催，（後）後ԉ，

．ࢍڠ（ڠ）

����೥
■9݄ɹ4FQUFNCFS

ʢޙʣ第��ճ೪౔Պ学౼論ձ
9月4日（水）～ 9月6日（金）
すべて対面で開催予定（講演会9月4-5日，現
地見学会9月6日）
会৔：۝州ۀ޻大学ށാΩャンパス（北۝州
市ށാ۠ઋ水町1-1）
https�//www.cssK2.org/event/annual@
meeting/

˒ 日 本 地 質 学 ձ 第���೥ 学 ज़ େ ձ
ʢ����山ܗʣ
9月8日（日）～10日（火）
会৔：山形大学小白川Ωャンパス

ใࠂձʮ+".45&$����ʯ
9月11日（水）14�00-17�45
会৔：౦ژ国際フΥーラム・ϗールB7（ઍ
代ాؙ۠の内3ஸ目）
オンライン഑৴：:ouTube（日本語）ٴび
[oom（ӳ語同時௨༁）
参加ແ料
https�//www.Kamstec.go.Kp/K/pr-event/
Kamstec2024/

日本߭෺Պ学ձ����೥౓೥ձɾ૯ձ
9月12日（໦）～14日（土）
会৔：名古屋大学౦山Ωャンパス
https�//Kams-mineral.Kp/meeting/

第��ճྺ࢙地਒ڀݚձʢ໦ીޚባେ
ձʣ
9月13日（金）～ 15日（日）
৔所：໦ી町文化交流センター（多目的ϗー
ル），Ԧୌ村ެຽ館
http�//www.histeR.Kp/kenkyukai.html

ʢڞʣ����೥౓ 日本地ٿԽ学ձ 第��
ճ೥ձ
9月18日（水）～20日（金）
会৔：金沢大学・֯間Ωャンパス（自વ科学
本館）
http�//www.geochem.Kp/index.html

ʢڠʣ地൫ٕज़ϑΥʔϥϜ����
9月18日（水）～20日（金）
౦ژビックサイト・౦ϗール
http�//www.sgrte.Kp

■10݄ɹ0DUPCFS
ྩ࿨�೥౓日本Ԡ༻地質学ձൃڀݚද
ձ
10月9日（水）～12日（土）
会৔：レクザムϗール（߳川県県ຽϗール）

（高松市ۄ૶町9-10）
https�//www.Kseg.or.Kp/index.html

����೥౓日本Ր山学ձळقେձʢ学
ज़ߨԋձʣ
10月16日（水）～18日（金）
会৔：道立道ຽ活動センター「かでる̎・
（幌市中ԝ۠；予定ࡳ）「̓
http�//www.ka[an-g.sakura.ne.Kp/J/index.
html

΅͏さいͨ͘͜い����
10月19日（土）～ 20日（日）
৔所：۽本৓ϗール，۽本市国際交流会館，
Ֆാ広৔
参加ແ料，一部オンライン഑৴予定
https�//bosai-kokutai.Kp/2024/

˒एख८ݕɾूڀݚձ JO Ѫ஌県ذ�
ෞ県
10月26日（土）9時集合，18時半解ࢄ
対৅者：35ࡀ以下の日本地質学会正会һ
ਃ込క੾：2024年9月27日（金）17：00
詳 し く はɺhttps�//geosociety.Kp/science/
content0128.html

■11݄ɹ/PWFNCFS
ଯੵ学スΫʔϧ ����

「安ഒ川ݯ流域の大่յが流域の堆積作用と
地形発達に༩えた影響」
11月2日（土）ޕ後～ 3日（日）夕方
৔所：੩Ԭ県੩Ԭ市安ഒ川周辺地域
定һ：13名（ਃし込みが多い৔合は学生༏
ઌ・会һ༏ઌ）
参加ਃ込క੾：9月30日（月）
https�//forms.gle/fEM1E,8cD6HWfohn6

ࠃ ࡍ ΰ ϯ υ ϫ φ ݚ ڀ ࿈ ߹ʢ*"(3ʣ
����೥૯ձٴͼ第��ճΰϯυϫφ͔
ΒΞδΞࡍࠃγϯϙδ΢Ϝ
11月18日～22日
৔ 所・ 会 ৔： マ レ ー シ ア,ク チ ン のWater 
'ront Hotel
参加登録ٴび発表ཁࢫ提出ઌ：iagr2024!
curtin.edu.my
໰合ͤ：Prof. /agaraKan Ramasamy, Curtin 
University, Malaysia
E-mail� nagaraKan!curtin.edu.my

■12݄ɹ%FDFNCFS
地質学࢙࠙࿩ձ
12月21日（土）13�30-17�00
৔所：北とͽあ 806߸室（౦ژ౎北۠Ԧ子）
ീࣖढ़文：マンハッタン計画と水ມපʕઓ後
20年日本地球化学史
ʕ౦中ल༤ઌ生ۀ࿨உ：感໏をडけたतాࠇ
໰い合わͤ：໼島道子 pxi02070ˏnifty.com

自宅や勤務先等登録内容にご変更があった場合は，速やかに学会事務局までご連絡をお願い致します．
毎月の会誌や大切な郵便物が届かなくなってしまいます．情報の変更は，学会ホームページ「会員ページ」
にログイン（ID：会員番号）していただければ，ご自身で登録内容を更新する
ことも可能です．
ご協力をよろしくお願い致します．

問い合わせ：日本地質学会事務局　メール：main@geosociety.jp　
電話 03-5823-1150　FAX 03-5823-1156
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とストロマトライト研
究で著名なR. Ginsburg
博士がいた．1969年以
降は，カナダ地質調査
所の研究者として北極
圏のカナダ楯状地の地
質を20年以上に渡って
調査した．これが最初
の大きな成果，United
論文 の基礎となった．
　カナダのVictoria大学
を へ て1994年 に 米 国
Harvard大学へ移る前
後からはアフリカ南部
ナミビアの地質調査を
始め，5年以内に全球凍
結に関する画期的な成
果をもたらした．いず
れの研究対象について
も，時空間スケールにおいて驚異的な規模と精度の野外調査を
行い，また徹底した文献レビューに基づきこれらの突出した成
果を導いた．さらなる詳細は財団HPの記事を参照されたい．ち
なみに，論文には書かれることがない同博士の個性や横顔につ
いては，G. ウォーカー著（渡会圭子訳；川上伸一監修）「スノ
ーボール・アース」（ハヤカワ文庫）で窺い知ることができる．
　天文学・宇宙物理学の並いる高名な候補よりも地質学者が高
い評価を得たことは，同業者としてまさに「ご同慶の至」に他
ならない．正式な授賞式は11月10日に京都市北部の宝ヶ池にあ
る国立京都国際会館で催され，翌日には記念講演会が開催され
る．また，11月中旬には東京での講演も計画されており，関東
および東北日本の会員にも直接話を聞く機会がある．ともに詳
細は追って公表されるので，この機会に是非彼の講演を聴くこ
とを強くお勧めする．なぜなら，多数の国際学会でHoffman博
士ほどつねに聞き応えのある見事な発表講演をする科学者を見
た（聴いた）ことがないからである．現在83歳ということを考
えると，彼の講演を日本で，それも肉声を同じ場で聞けるのは
これが最後の機会となるだろう．あたかも「アインシュタイン
の講演を私はかつて生で聞いたことがある…」と老物理学者が
嬉しそうに語ったのと似た科白を，後々私達も呟くことができ
るかもしれない．

　2024年の「京都賞」受賞者に，カナダ人地質学者Paul F. 
Hoffman博士が選ばれた．長い歴史を持つ同賞が地質学者に与
えられるのは初めてであり，私たちと同分野の研究者の受賞が
決まったことは大変喜ばしい．
　「京都賞」は京セラ（株）を世界の一流企業に育て上げた同
社の創業者，故稲盛和夫氏（2022年逝去）によって設立された
稲盛財団から授与される賞で，毎年３部門（先端技術，基礎科
学，そして思想・芸術）の受賞者が選ばれる．ただし，稲盛翁
の強い希望として，謙虚に努力して道を極め，人類の科学，文
明，精神的深化に最も大きな貢献をした人物に賞を与えること
を大前提とし，多人数の研究グループの代表ではなく，あくま
で稀有な能力と努力によって傑出した成果を導いた個人に対
し，業績だけを顕彰するのではなく，むしろ業績を挙げた人そ
のものに光を当てることを特色としている．したがって，世界
的に著名なノーベル賞のように一つの成果に対して複数名の受
賞者を選ぶよりも，原則として単一の個人が選考されてきた．
　ノーベル賞の受賞対象範囲が限定的であり，それ以外の分野
において重要な貢献をした人物にも賞を授けることが賞の設立
理念に言外に意識されている．基礎科学部門は，「数理科学」，

「生物科学」，「生命科学及び医学」，そして「地球科学・宇宙科
学」を対象として選考されている．同賞は，これまで「地球科
学・宇宙科学」分野では9名に授与されている．しかし，受賞
者の多くは天文学者で，地球科学分野からはW.H. Munk博士

（カリフォルニア大学；海洋学），E.N. Lorenz博士（マサチュ
ーセッツ工科大学；気象学），および金森博雄博士（カリフォ
ルニア工科大学；地震学）の３名の地球物理学者が選ばれたの
みで，地質学者は皆無であった．
　本年６月に稲盛財団から発表されたHoffman博士の受賞理由
は「生命進化の加速につながった全球凍結と地球史前半までさ
かのぼるプレートテクトニクスの実証： 50年以上に及ぶ北極圏
カナダとアフリカにおける膨大で徹底したフィールド調査から
得た地質学的証拠により，多様な生命にあふれる今日の地球表
層環境を作り出すことになった要因である全球凍結とプレート
テクトニクスに関して画期的な業績を挙げた」とされている．
プレートテクトニクスが少なくとも先カンブリア時代半ばまで
遡れることを，北米大陸の成長史を例として明示し，“United 
Plates of America”という冴えたタイトルの大著論文で注目さ
れるようになり，さらに近年では全球凍結仮説の実証でその高
名は不動のものとなった．同博士はカナダのMcMaster大学の
地質学教室を1964年に首席で卒業し，米国Johnns Hopkins大学
の大学院へ進学した．そこには堆積学の泰斗F. Pettijohn博士

正会һ　ү⃻ߦ༤

ॕʂ 地࣭学ऀ͕「ژ౎賞」ॳड賞

φϛϏΞͰશٿౚ݁ʹ͍ͭͯௐ査࣌の
Paul '. )oGGmanത࢜
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も考慮すると西೭表層が本地域に分෍していることが൑໌
した．このことは，۽ໟ層܈の分෍域や構造は，今までݴ
．であることをࣔࠦするࡶされてきたものよりངかにෳٴ
今後۽ໟ層܈の地質を໌らかにするためには，本島中部や
ೆ部においてもより詳細な地質調査にもとづく層ংや地質
構造，年代の検討が不可ܽである．

西南日本の山陰バソリスに分布する高田花崗閃
緑岩の地質学的位置づけ

中山 ੉ಹ, ُҪ ३ࢤ, ୩ 健一࿠, 岩ా ஐ加, ༀࢣ寺 ѥҥ, 松
৔ 康二
https�//doi.org/10.5575/geosoc.2024.0014
本研究では西ೆ日本の山ӄバιリスに産
するメタアルϛナス組成の高ాՖቋર྘
岩の地質学的位ஔづけを໌確にした．こ
の岩体は小໦石ӳર྘岩という細ཻ石ӳ
ર྘岩とのࠞ成を経験している．高ాՖ
ቋર྘岩は中～ૈཻී௨֯ર石ࠇӢ฼トーナル岩～Ֆቋર
྘岩，中～ૈཻී௨֯ર石含有ࠇӢ฼Ֆቋર྘岩，および
ૈཻൗ状ࠇӢ฼Ֆቋ岩で構成される．
この岩体の全岩化学組成は組成変化図上でブロードなトレ
ンドを成し，ジルコンのUrPb年代は約65～60 Maの෯広い
͹らつきを࣋つ．これらは岩体がෳ数のマグマ活動により
形成したことをࣔす．マグマ活動のピークは61 Maࠒで山
ӄ火成活動の因ඒ新期にあたり，周辺Ֆቋ岩体よりもૣく
に活動している．したがって高ాՖቋર྘岩は山ӄバιリ
スの主ཁ形成期における最ॳの活動として重ཁである．

鹿児島県種子島北部，田之脇−沖ヶ浜田地域に
分布する古第三系熊毛層群の地質

٠川 রӳ, 相ా ٢ত, 小஛ ৴޺
https�//doi.org/10.5575/geosoc.2024.0015
鹿ࣇ島県छ子島北部の，۽ໟ層܈門૔ິ
層が分෍するとされた地域の層ং，地質
構造，そして地質年代を検討した．結果，
内཮部に分෍する門૔ິ層はٯ断層によ
り4つの構造Ϣχットに۠分されること
が൑໌した．その構造的最上位の構造Ϣχットから産出し
た์ࢄ஬化石によると，その年代は中期始新世後期（์ࢄ
஬化石帯RP16帯）にあたることが൑໌した．一方，ै来門
૔ິ層が分෍するとされていた海؛部に分෍する地層の年
代は，์ࢄ஬化石の検討の結果，前期઴新世後期（์ࢄ஬
化石帯RP21a帯下部）にあたることが൑໌した．その岩相

地質学ࢽࡶは，2022年（128ר）からは׬全ి子化とな
りました．会һのօ様に，ެ開されている新しい論文
を͝紹介します．ͥͻJ-STAGE上で本論文をӾཡして
ください．2Rコードからも各原稿にアクセスして௖け
ます．
https�//www.Kstage.Kst.go.Kp/browse/geosoc/-char/Ka

新しい論文が公開されています

論 説

論 説
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෦コーナーࢧ

ˑத෦ࢧ෦

報告

த෦ࢧ෦����年年ձʢ෋山ʣ報告

　2024年̒月22日（土）に，෋山大学ޒ෱Ωャンパスにて，中
部ࢧ部総会および研究発表会（シンポジ΢ム，一ൠ講演）を開
催し，6月23日（日）に能登半島地震に൐う地変をࢹ察する८
検を行った．以下にその内容を報告する．（共催：日本応用地
質学会中部ࢧ部；後ԉ：立山ࠇ部ジオパークڠ会，෋山応用地
質研究会）

����೥�݄��日ʢ౔ʣ
̍ɽ૯ձ（参加者22名，議決ݖ行࢖ॻ提出者14名，ҕ೚状提出
者27名で，定଍数25名で総会は成立）
1߸議案： 2023年のࢧ部活動報告・ࢧ部基金の会計؂査報告が

なされঝೝされた．
2߸議案： 中部ࢧ部研究発表会の講演ཁࢫをWEB上でެ開する

こととҾ用可にすることがঝೝされた．
3߸議案： 2024-2025年度道林克禎ࢧ部長，林੣װ࢘事が࠶೚さ

れ，各県װ事౳がঝೝされた．
4߸議案： 2024年度中部ࢧ部基金予ࢉ案がঝೝされた．
5߸議案： 2025年度ࢧ部年会は੩Ԭ県で開催することがঝೝさ

れた．

̎ɽൃڀݚදձ（参加者計 76名：正会һ 40名，学生会һ 12名，
ඇ会һ 24名）
���ɽγϯϙδ΢Ϝʰྩ࿨�ʢ����ʣ೥ೳొ൒島地਒ͱͦのඃ
֐ ɹɦ�����r�����
झࢫ： ྩ ࿨6年能登半島地震では，大ن໛な海ىོ؛や斜面่

յなどが発生し，能登半島北部から中部を中心に大きな
ඃ֐がもたらされた．また，石川，෋山，新ׁなどでは
ӷ状化によるඃ֐，日本海Ԋ؛の広いൣғでは௡波によ
るඃ֐をडけた．本シンポジ΢ムでは，地震発生以߱，
ԉ活動などを行なっている̑名の専門Ոかٹ急調査やۓ
ら現地の状況౳を紹介いただき（各25分），その後の総
合討論とซͤて能登半島地震の特徴やඃ֐の状況につい
て知る機会とした．

˞安江健一（෋山大）：झࢫઆ໌
S-1． 平松良ߒ（金沢大）：能登半島の地震活動とྩ࿨̒年能登

半島地震
S-2． 石山達也（౦ژ大）：能登半島周辺の活構造と地殻構造
S-3． ௩脇真二（金沢大）：ྩ࿨̒年能登半島地震の土࠭֐ࡂと

その応用地質学的な特徴
　　 ～とくに地質Ҩ産のඃࡂ状況について～
S-4． ޖ　修一（෋山県立大）：ྩ࿨6年能登半島地震による෋

山Ԋ؛部の௡波調査・解析報告
S-5． 立石　良（෋山大）：水中ドローンを用いた2024年能登半

島地震に൐う෋山࿷内の海底地すべり調査
　　 ˞総合討論
���ɽҰൠߨԋʢޱ಄ൃදʣɹ�����r�����
　2名の会һが，ྩ࿨̒年能登半島地震に関わる口頭発表（O-1
～O-2）を行った．

���ɽҰൠߨԋʢϙスλʔൃදʣɹίΞλΠϜ �����r�����
　計18件の多様な内容のポスター発表（P-1～P-18）がなされ
た．学生会һ6名（松⃻ѯ氏，松山࿨樹氏，大ౢढ़介氏，奥脇
健生氏，Ҫ上　創氏，ٴびԮ野ढ़ӈ氏）に，中部ࢧ部長より発
表৆がत༩された．
˞ なお，研究発表会の講演ཁࢫ集は，中部ࢧ部HPにてެ開さ

れています．
https�//geosociety.Kp/uploads/fckeditor/outline/shibu/
chubu/2024abst.pdf

����೥�݄��日ʢ日ʣ
̏ɽ८ݕɿೳొ൒島地਒に൐͏地มの࡯ࢹ
���ɽ಺༰ɿ෋山市から石川県ྠ島市門前町（能登半島西؛）
までのルートで，ྩ࿨̒年能登半島地震に൐う地変と地質࿐頭
の現状をࢹ察した．参加者数38名．΄΅一日中Ӎ໛様であった
が，鹿үߓړで୹時間Ӎが上がり，集合写真を撮ることができ
た．
���ɽҊ಺ऀɿ安江健一・立石　良・大藤　ໜ（෋山大）
���ɽߦఔ
7�45　෋山Ӻ北口集合
8�00　෋山Ӻ北口出発
8�50～9�10　 ෋山県ණ見市内でӷ状化による道࿏やՈ屋のඃ֐

状況をࢹ察
9�10～10�30　 能ӽ自動ं道のඃ֐状況をࢹ察しながら，能登半

島西؛，石川県Ӌࢤ܊ࡠլ町෋来ྖՈ町へҠ動
10�45～10�55　 道のӺ「と͗海֗道」でܜٳ
11�20～11�35　 門前町ۏϲ඿でࠇ島火山岩ྨ（約8 Ma）の่མ

現৔と海底のོىをࢹ察
11�50～12�10　門前町ࠇ島ߓړで海底のོىをࢹ察
12�15～12�35　道のӺ「赤ਆ」で昼食
12�45～13�10　門前町鹿үߓړで海底のོىをࢹ察
13�10～15�00　༢知௿地帯を経由してණ見へ
15�00～15�20　道のӺ「ණ見（൪屋֗）」でܜٳ
16�15　෋山Ӻ北口で参加者の一部下ं
16�30　෋山大学ޒ෱Ωャンパスで解ࢄ

����೥�݄��日ʢਫʣ
び८検に参加した16名の技ٴՃূ໌ॻɿ研究発表会ࢀ$1%˞

術士の方々にCPD参加証໌ॻを発送した．

写真ɿࣛүߓړͰの集合写真（2�24.�.23 12���）
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෦コーナーࢧ

ˑؔ౦ࢧ෦

Ҋ಺

ˑؔ౦ࢧ෦

Ҋ಺

Ո଒८ݕ「׉生Խੴؗͱपลͷੴփؠͷݟ学」
ͷ͓஌Βͤ

　関౦ࢧ部では石փ岩をςーマに，Ո଒でָしめるಢ໦県ࠤ野
市の׉生化石館を中心とした८検を行います．׉生化石館は，
石փ岩の産地として知られた׉生地域の中֩施設として，40年
以上地域の地質学のීٴにݙߩされた施設で，2022年度に関౦
生化石館周辺の野外׉部ޭ࿑৆もड৆されています．८検はࢧ
観察と׉生化石館の展ࣔ見学，石փ岩ຏき体験（ຏいた面の化
石観察）の三部構成になります．

共催　（一ࣾ）日本地質学会関౦ࢧ部・ࠤ野市׉生化石館
೔࣌　ྩ࿨�೥1�݄2�೔（೔）1�ɿ3�ʙ1�ɿ�9（時ࠁはిंの

時間，昼食࣋参，小Ӎ決行，ߥఱ中止）
৔所　 ׉生化石館（石փ岩ຏき体験を含む）およびՅ多山ެԂ．
講ࢣ　奥村よ΄子　学芸һ
行程 （集合・解ࢄ）　׉生Ӻ（౦෢మ道ࠤ野ઢのऴ点）10�36集

合ˠՅ多山ެԂ（観察・昼食）ˠ׉生化石館（見学・石փ
岩ຏき体験）ˠ׉生Ӻ16：09までに解ࢄ（全行程ెา）

˞集合・解ࢄ時ࠁは׉生Ӻの時ࠁ表をもとにしています．
˞Ӎఱ時は化石館へ戻ってから昼食をとります．
८検の対৅および人数　日本地質学会会һとそのՈ଒　15人程
度
参加費　石փ岩ຏき体験代300ԁと保ݥ代を合わͤ500ԁ　
ち物　ห౰・ҿ料水࣋
ਃ2�24　ؒظࠐ೥9݄2�೔（ۚ）ʙ1�݄1�೔（໦）1����క੾
ਃ込方法　日本地質学会関౦ࢧ部のWebサイトからਃ込フΥー
ムにて．
お໰合わͤઌ�関౦ࢧ部װ事　笠間༑ത（ശ根ジオパーク事຿
（ہ
メールkasama!mh.scn-net.ne.Kp

「ੴɾ߭෺ɾԽੴʵؠ౎ͷژͷੴʵ౦ݝ」ԋձߨ
ͷ͓஌Βͤʢ第Ұ報ʣ

　日本地質学会は，全国47౎道෎県について，その県に特徴的
に産出する，あるいは発見された岩石・鉱物・化石をそれぞれ
の「県の石」として選定し，2016年5月10日（地質の日）に発
表しました．関౦ࢧ部では，関౦地方の「県の石」についてॱ
，౎の「県の石」についてژ講演会を行っています．今回は౦࣍
現地（ૣҴా大学ૣҴాΩャンパス）とオンラインのハイブリ
ッド方式で講演会を行います．なお，現地会৔では化石౳の展
ࣔを行う予定です．

共催　（一ࣾ）日本地質学会関౦ࢧ部
೔2�24　࣌೥11݄1�೔（೔）13ɿ��ʙ1�ɿ��
対৅　会һٴびඇ会һ　小学生3年生以上（内容は大人向けで
す）
定һ　現地100名ɺオンライン100名
参加費　ແ料（ཁ事前ਃ込み）．ただし現地はࢿ料代500ԁがか
かります（高ߍ生以下はແ料഑෍）．現地で現金でおࢧ෷いく
ださい．
CPD  2.5୯位取ಘ可能
ਃ2�24　ؒظࠐ೥1�݄11೔（ۚ）ʙ1�݄31೔（໦）1����క੾
ਃ込方法　日本地質学会関౦ࢧ部のWebサイトからਃ込フΥー
ムにて（プログラムと共に第2報で発表）
お໰合わͤઌ　関౦ࢧ部װ事　笠間༑ത（ശ根ジオパーク事຿
（ہ
メールkasama!mh.scn-net.ne.Kp

ʲ講ࢣおよび講演概ཁʳ
౦ژ౎のੴͱ߭෺ɹ−খּݪॾ島のແਓ岩ͱͦの地質学的ҙٛ
−ɿ石௩ 技術総合研究所ۀ産）࣏ 活断層・火山研究部門）
　小笠原諸島の島々には，ແ人岩（Ϙχナイト）を含む伊豆小
笠原地域で最も古い火山岩が分෍する．さらに近年の調査ધと
有人જ水ધを用いた海底調査により，伊豆小笠原海溝と小笠原
諸島の間にさらに古い火成岩ྨが࿐出していることがわかっ
た．海底観察により島弧火山活動最ॳ期の火成岩ྨの層ংが໌
らかになり，さらに࠾取岩石の分析により，火山活動の時期と
マグマの化学的特徴の時間空間変化が詳細に໌らかになった．
これによりプレート沈み込み開始ٴび島弧創成ա程を理解する
ための重ཁな知見がಘられた．本講演ではແ人岩の特徴とその
島弧発達ա程の中での位ஔ෇けについて紹介する．

౦ژ౎のԽੴʮτ΢Ωϣ΢ϗλςʯͱૣҴ田େ学ɿक屋࿨Ղ
（ૣҴా大学教育・総合科学学術Ӄ理学科地球科学専修）
　౦ژ౎の化石に指定されたMi[uhopecten tokyoensis（ト΢
Ωョ΢ϗタς）は，第20代日本地質学会会長，第2代日本古生
物学会会長を຿めたಙӬ重康によって，1906年にࡌهされた．
ಙӬによる原ࡌه論文では，北۠Ԧ子から多産するとهされて
いるが，౦ژ౎の౎市化以前は౎内の各所からの産出が知られ
ていた．ಙӬがその後の研究で取りѻった標本の一部はૣҴా
大学構内からも産出しており，その化石は今でもૣҴా大学に
残されている．本ެ演では，ト΢Ωョ΢ϗタς，ಙӬ重康とૣ
Ҵా大学との関わりについて紹介したい．



12 日本地質学会News　27（８）

͸͡Ίに
　2024年8月1日から3日にかけて，名古屋大学ES総合館にて
Hardrock Drilling Science Workshop Summer 2024が開催され
た．本国際ワークショップは，2025年より新設されるIODP3

（The International Ocean Drilling Programme3；IODP-
cubed）における前弧マントル掘削計画のフルプロポーザル作
成を主目的に，名古屋大学岩石鉱物学研究室（岩鉱）主催のも
と現地参加とオンライン参加によるハイブリッド形式で実施さ
れた．事前参加登録数は日本各地のハードロック研究者だけで
な く，Università di Pavia（ パ ビ ア 大 学・ イ タ リ ア ），The 
University of Iowa（アイオワ大学・アメリカ），Louisiana 
State University（ルイジアナ州立大学・アメリカ）などの海
外研究者を含めて約60名であった（写真1）．ここでいうハード
ロックとは，主に深海底に産する基盤岩のことを指す．筆者は
今回，幌満カンラン岩体に関する話題提供を2件（口頭・ポス
ター発表各1件ずつ）行った．本稿では本ワークショップの様
子を報告する．

ਂւ۷ܭ࡟ըͱϚϯτϧ۷࡟
　深海掘削計画はそのプログラム名を変えながら，半世紀以上
にわたって多くの科学目標を達成してきた．一方その輝かしい
歴史の中で，地殻−マントル物質境界と地震学的不連続面

（Moho面）の物質科学的検証，マントル掘削を目指す“Mohole”
は未だ実現に至っていない．その大きな理由として，技術的制
約を考慮した掘削地点選定，莫大な費用と科学目標のバランス
などが挙げられている．来冬から日本と欧州を中心として新設
されるIODP3は掘削科学分野にとっては大きな転換点であり，

“Mohole”を含むハードロック掘削にとっての大きなチャンス
となりうる．そのような現状を踏まえ，本ワークショップでは

「日本のハードロック掘削計画を前弧マントル掘削他で盛り上
げる」を標語に，活動状況の共有と理解，分野横断/共創型の
科学目標の探索が実施された．

ԋɾϙスλʔηογϣϯߨ
　本ワークショップはPart1からPart6に分けられ，様々な話題
に関する議論が行われた．Part 1（1日目・昼の部）では，冒
頭でIODP3 Science Officeの共同所長である江口暢久氏から
IODP3の概略が紹介された．その後，前弧マントル掘削プロジ
ェクトの概略（道林克禎氏・名古屋大学/JAMSTEC），前弧マ
ントルにおける岩石流体相互作用に関した熱力学モデリング

（大柳良介氏・国士舘大学），伊豆・小笠原海溝におけるsite 
survey（地震波速度探査）データ（藤江剛氏・JAMSTEC）と
前弧マントルに関する話題が続き，プロポーザル作成に向けて
熱い議論が交わされた．その後coffee breakを挟み，マントル
炭酸塩化と幌満マントル掘削計画の概略（片山郁夫氏・広島大
学），幌満カンラン岩の微細組織と変形構造（筆者）の2件の幌
満カンラン岩体に関する講演が行われた．特にマントル炭酸塩
化と炭素循環は近年話題のトピックということもあり，参加者
の注目を集めた．筆者の発表は学部～修士研究で実施した幌満
カンラン岩体全域における組織解析の結果をまとめたものであ
った．筆者はアポイ岳やピンネシリ，幌満川流域を中心に計5
回の野外調査を実施し，SEM-EBSD法による結晶方位解析を利
用して変形組織の解析を実施してきた．その成果の一部は既に
論文として発表している（Matsuyama & Michibayashi, 2023, 
Journal of Geodynamics）．本講演では，幌満カンラン岩体が
属する日高変成帯の構造発達史を踏まえ，幌満マントル内部の
変形構造についての考察を発表した．
　ES総合館内のフランス料理レストラン「シェ ジロー」での
夕食後には，Part 2（1日目・夜の部）が行われた．Part 2では，

ハードロック掘削科学ワークショップ 参加報告

名古屋大学大学院環境学研究科
博士後期課程1年　松山和樹

院生コーナー

写真2　講演の様子（Part 4・市原氏）．
写真3　ポスターセッションの様子．

写真1　本ワークショップの集合写真．
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カンラン岩の同位体分析を用いたマントル年代の決定と物質循
環（Alessio Sanfilippo氏・パビア大学），フィリピン海の海洋
コアコンプレックスとメガムリオン掘削（小原泰彦氏・JCG/
JAMSTEC/名古屋大学）の2件の話題が提供された．
　Part 3（2日目・朝の部）では，IODP Exp.352（伊豆−小笠
原−マリアナ前弧）とExp.399（Atlantis Massif）の掘削成果

（Mark Reagan氏・アイオワ大学），伊豆・小笠原海溝深部カン
ラン岩岩石学に基づく前弧マントルにおける島弧の形成と沈み
込みの開始（Matthew P Loocke・ルイジアナ州立大学）と，
アメリカから2件の講演があった．いずれも前弧域に産する岩
石に関する最新の研究成果の紹介であり，前弧マントル掘削へ
の期待を高める興味深い内容であった．
　名古屋大学北部食堂「Polaris Dining」での昼食後には，
Part 4（2日目・昼の部）が行われた．この時間帯には，伊豆
−小笠原−マリアナ前弧に産するカンラン岩の岩石学的特徴

（海野進氏・金沢大学），幌満カンラン岩体周辺の地球物理学的
調査（市原寛氏・名古屋大学/JAMSTEC; 写真2），岩石地下生
物圏の探索（諸野祐樹・JAMSTEC），X-CT法を用いた掘削コ
ア試料の解析（赤松祐哉氏・JAMSTEC）の4件の講演が行わ
れた．特に諸野氏の講演における議論では，ハードロックと深
海地下生物圏の共同研究についての可能性について多くの意見
が飛び交った．
　Part 5（2日目・夕方の部）ではポスターセッションが実施
され，カンラン岩の地震波異方性（筆者），溶け残りカンラン
岩の化学組成（西尾郁也氏・AORI），斜長石の変形組織と化学
組成の関係（二村康平氏・名古屋大学），オマーンオフィオラ
イト・マントルセクションの深度プロファイル（奥脇健生氏・
名古屋大学）の4件が発表された（写真3）．筆者はこのポスタ
ーセッションにおいて，海洋域における地震波探査と地下構造
について前述の藤江氏と議論を交わした．ここでは，上部マン
トル内の地震波速度構造へのカンラン岩物性の影響について検
討することができ，有意義な時間となった．

　Part 6（3日目・朝の部）には，前弧マントル掘削のフルプ
ロポーザル作成に向けた議論が行われた．ここでは，島弧−海
溝系前弧域での掘削とマントル物質の入手という2点の“アピ
ールポイント”を軸に，科学目標の洗い出しと検討が行われた．
特に議論が白熱したのは，「掘削地点選定における科学的合理
性の確保」についてであった．その地点でマントルまで到達で
きるのか，それをどのように根拠づけるのかなど，これまでの
研究状況を踏まえて詳細に検討がなされた．

͓ΘΓに
　本ワークショップは，現時点でのハードロック掘削計画（特
にマントル掘削）に関する活動状況を共有・理解する格好の機
会となっただけでなく，地質学・岩石学から地球物理学，微生
物学にまで至る異分野同士の交流が多く生まれた．筆者個人と
しては2件の発表を行い，専門が近い研究者の方とは自身の研
究に関する議論を，専門を異にする地球物理学の研究者の方と
は融合研究の発展性についての議論を深めた．またワークショ
ップ後の懇親会では様々な年代の方々と交流を深めることがで
き，名古屋の酷暑に打ちのめされていた自身の研究意欲を取り
戻すことができた．今後は，前弧マントル掘削や幌満マントル
掘削など，それぞれの計画実現に向けて準備が進められていく
予定である．筆者は知識・経験・発想すべてにおいてまだまだ
未熟者であるが，今後（遠くないうちに）新たな掘削提案や既
存の掘削成果を活用した科学成果の創出に繋がる働きができる
よう，鍛錬を続けたいと思うようになった．

常時投稿をお待ちしています．編集は，現在以下の4名で行って
います．原稿は1500～5000文字程度，図・写真3点以内を目安
に，e-mailでお送りください．
谷元瞭太（茨城大学）atani.geo@gmail.com
吉永亘希（筑波大学）koki9824k@gmail.com
諸星暁之（東京大学）t-morohoshi@eps.s.u-tokyo.ac.jp

院生コーナー

第15回惑星地球フォトコンテスト：優秀賞
「龍うねる」

写真：門脇正晃（島根県）

【撮影場所】島根県松江市鹿島町手結（たゆ）

【撮影者より】島根半島・宍道湖中海ジオパークに属する島根半島の鹿島町手結にあるスランプ褶曲です．まるで龍が
うねるような異様な形状をした地層に太古の地球内部の力のうねりを感じます．

【審査委員長講評】多く応募作品が地質や地形を遠くから撮影しているのに対して，この作品は地層そのものの面白さ
を正面からクローズアップで取り組んでいるのが評価されました．このスランプ層だけが彩色されているのは教育とし
て，あるいは芸術として誰がどうやって彩色したのでしょうか．

【地質解説】このスランプ褶曲は，新第三紀中新世（約1600万年前）の成相寺層に見られるもので，海底堆積物が深海
の海底斜面を流れ下ったときにできたものです．火山砕屑岩に挟まれるようにできた水平距離6ｍ，高さ1.7ｍの紡錘形
をした空間に長さ22ｍの泥岩層が幾重にも屈曲して詰まっている景観は，確かに異様な形状です．この成因は高密度の
土石流の中で可塑性の粘土層が急停止したことによるものです．探訪者の多くが驚きの声を上げるジオサイトです．

（野村律夫：島根半島・宍道湖中海ジオパーク）

表紙紹介
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科
Fa

c.
   

  　
   

   
 年

　
 　

　
   

月
 修

了
（
見

込
み

）
Ye

ar
 c

om
pl

et
ed

※※
学学

生生
証証

のの
写写

しし
もも

忘忘
れれ

ずず
にに

添添
ええ

てて
下下

ささ
いい

．．

自
宅

住
所

 H
om

e 
ad

dr
es

s：
 (郵

便
番

号
 Z

ip
 c

od
e　

　
　

　
 　

　
　

－
   

 　
　

   
   

   
）

　
　

　
　

　
　

　
　

※
2
：
学

生
会

員
は

，
次

の
2
点

を
守

っ
て

手
続

き
し

て
下

さ
い

．
①

学
生

証
の

写
し

を
提

出
す

る
こ

と
．

②
パ

ッ
ク

制
会

費
を

希
望

の
場

合
は

一
括

納
入

す
る

こ
と

．

　
　

　
　

　
　

　
　

※
3
：
ジ

ュ
ニ

ア
会

員
は

，
正

会
員

の
権

利
は

有
し

ま
せ

ん
．

学
術

大
会

で
の

発
表

は
ジ

ュ
ニ

ア
セ

ッ
シ

ョ
ン

に
限

定
し

ま
す

．

一
般
社
団
法
人
日
本
地
質
学
会
入
会
申
込
書

　　
 A

pp
lic

at
io

n 
fo

rm
 fo

r t
he

 G
eo

lo
gi

ca
l S

oc
ie

ty
 o

f J
ap

an
太 太

枠枠
内内

のの
みみ

にに
ごご

記記
入入

くく
だだ

ささ
いい

※
e-

m
ai

l A
dd

re
ss

は
地

質
学

会
か

ら
の

メ
ル

マ
ガ

配
信

用
，

そ
の

他
連

絡
用

に
登

録
し

ま
す

．
携

帯
電

話
各

社
の

e-
m

ai
l A

dd
re

ss
を

記
入

の
場

合
は

登
録

い
た

し
ま

せ
ん

．
ご

注
意

く
だ

さ
い

．

　
　

※
所

属
先

（
代

表
）
の

問
い

合
わ

せ
専

用
　

e-
m

ai
l A

dd
re

ss
　

は
記

入
し

な
い

で
く

だ
さ

い
．

連
絡

先
 C

or
re

sp
on

de
nc

e：
　

　
□

　
自

宅
　

H
om

e　
　

　
　

　
□

　
所

属
機

関
　

O
ffi

ce

電
話

 P
ho

ne
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
フ

ァ
ッ

ク
ス

 F
ax

：

所
属

機
関

名
称

・
所

属
機

関
住

所
 A

ffi
lia

tio
n 

w
ith

 a
dd

re
ss

：
 (郵

便
番

号
 Z

ip
 c

od
e　

　
　

　
 　

　
　

－
   

 　
　

   
   

  ）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
※

郵
便

物
が

き
ち

ん
と

届
け

ら
れ

る
よ

う
，

ご
記

入
く

だ
さ

い
．

 □
　　

学
生

会
員

と
し

て
入

会
希

望
で

す
。

　
学学

生生
証証

のの
写写

しし
を

入
会

申
込

書
に

添
え

て
提

出
し

ま
す

。

＊
受

付
（
　

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日
）

＊
承

認
（
　

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日
）

＊
入

金
（
　

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
振

替
 ・

 現
金

 ・
 銀

行
 ・

 他
＊

送
本

（
　

　
　

　
　

　
　

巻
　

　
　

　
　

　
　

号
）

会会
員員

情情
報報

にに
つつ

いい
てて

：
在

会
者

に
限

定
し

，
W

eb
版

の
会

員
管

理
シ

ス
テ

ム
に

て
会

員
情

報
の

検
索

・
閲

覧
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
．

氏
名

・
所

属
先

は
掲

載
必

須
項

目
で

す
．

下
記

の
項

目
に

つ
い

て
掲掲

載載
をを

拒拒
否否

すす
るる

項項
目目

にに
はは

  □□
  にに

チチ
ェェ

ッッ
クク

をを
付付

けけ
てて

くく
だだ

ささ
いい

（（
チチ

ェェ
ッッ

クク
がが

無無
いい

項項
目目

はは
掲掲

載載
承承

諾諾
いい

たた
だだ

いい
たた

もも
のの

とと
しし

まま
すす

））
．

 
□

 最
終

学
歴

　
　

□
 所

属
先

学
科

名
・
部

課
名

（
掲

載
不

可
の

場
合

は
「
○

○
大

学
○

○
学

部
」
，

「
㈱

△
△

△
△

社
」
ま

で
を

必
須

項
目

と
し

て
掲

載
）

　
　

□
 所

属
先

住
所

　
　

□
 所

属
先

電
話

・
FA

X番
号

　
　

□
 自

宅
住

所
　

　
□

 自
宅

電
話

・
FA

X番
号

　
　

□
 e

-m
ai

l A
dd

re
ss

紹
介

者
名

（
正

会
員

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

印

( (学学
生生

のの
かか

たた
))

希希
望望

すす
るる

会会
費費

額額
をを

選選
択択

しし
てて

下下
ささ

いい
．．

パパ
ッッ

クク
制制

会会
費費

選選
択択

者者
はは

，，
該該

当当
すす

るる
パパ

ッッ
クク

制制
会会

費費
額額

をを
一一

括括
納納

入入
しし

てて
下下

ささ
いい

．．

 □
　

5,
00

0円
(初

年
度

の
み

) 
／

 □
　

2年
パ

ッ
ク

：
8,

00
0円

（
初

年
度

・
次

年
度

）
 ／

 □
 3

年
パ

ッ
ク

：
9,

00
0円

（
初

年
度

・
次

年
度

・
次

次
年

度
）

　
現

在
，

下
記

の
1
4
の

専
門

部
会

が
あ

り
活

動
し

て
い

ま
す

．
専

門
部

会
に

参
加

ご
希

望
の

方
は

登
録

を
お

願
い

し
ま

す
．

所
属

希
望

の
部

会
を

３
つ

ま
で

選
択

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
．

（
該

当
す

る
項

目
に

○
印

を
付

け
て

下
さ

い
）

　
　

１
．

地
域

地
質

　
　

２
．

層
序

　
　

３
．

堆
積

地
質

　
　

４
．

海
洋

地
質

　
　

５
．

構
造

地
質

　
　

６
．

岩
石

　
　

７
．

火
山

　
　

８
．

応
用

地
質

　
　

９
．

環
境

地
質

　
　

1
0
．

情
報

地
質

　
　

 1
1
．

古
生

物
　

　
1
2
．

第
四

紀
地

質
　

　
1
3
．

環
境

変
動

史
　

1
4
．

鉱
物

資
源

専専
門門

部部
会会

のの
選選

択択
(任任

意意
)

　
　

１
．

層
位

　
　

２
．

堆
積

・
堆

積
岩

　
　

３
．

古
生

物
　

　
４
．

構
造

地
質

　
　

５
．

火
山

・
火

山
岩

　
　

６
．

深
成

岩
　

　
７

．
変

成
岩

　
　

８
．

鉱
床

地
質

（
金

属
・
非

金
属

）
  
　

９
．

鉱
床

　
　

1
0
．

鉱
物

　
　

1
1
．

燃
料

地
質

　
　

1
2
．

地
熱

　
　

1
3
．

第
四

紀
　

　
1
4
．

環
境

地
質

　
　

1
5
．

都
市

地
質

　
　

1
6
．

土
木

地
質

　
　

1
7
．

土
質

工
学

　
　

1
8
．

水
文

地
質

　
　

1
9
．

探
査

地
質

　
　

2
0
．

土
木

工
学

　
　

2
1
．

情
報

地
質

　
　

2
2
．

地
震

地
質

　
　

2
3
．

海
洋

地
質

　
　

2
4
．

地
球

物
理

　
　

2
5
．

地
球

化
学

　
　

2
6
．

地
質

年
代

学
　

　
2
7
．

地
理

　
　

2
8
．

地
学

教
育

　
　

2
9
．

考
古

学
　

　
3
0
．

そ
の

他
　

　
4
0
．

地
球

惑
星

興 興
味味

専専
門門

分分
野野

のの
選選

択択
((任任

意意
))　

あ
な

た
の

興
味

専
門

分
野

を
教

え
て

く
だ

さ
い

．
３

つ
ま

で
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

．
 （

該
当

す
る

項
目

に
○

印
を

付
け

て
下

さ
い

）

　
入

会
に

は
正

会
員

1
名

の
紹

介
が

必
要

で
す

．
近

く
に

紹
介

者
と

な
る

べ
き

会
員

が
い

な
い

場
合

は
そ

の
旨

お
申

し
出

く
だ

さ
い

．
ま

た
，

初
年

度
の

会
費

は
申

込
書

郵
送

時
か

ら
時

間
の

間
隔

を
お

か
ず

に
下

記
送

金
先

へ
速

や
か

に
ご

送
金

く
だ

さ
い

．
会

員
と

し
て

の
正

式
登

録
は

，
入

会
承

認
後

，
初

年
度

会
費

の
入

金
を

確
認

し
た

上
で

行
い

，
N

ew
s誌

の
送

付
（
4
月

号
か

ら
）
を

開
始

い
た

し
ま

す
．

申
込

書
郵

送
先

：

学
会

費
送

金
先

：

会
費

年
額

：

□
 正

　
会

　
員

　
（
□

 一
般

　
　

□
 シ

ニ
ア

 　
 □

 学
生

)
□

 ジ
ュ

ニ
ア

会
員

　
　

　
　

　
　

　
　

※
1
：
シ

ニ
ア

会
員

は
，

入
会

年
度

の
4
月

1
日

時
点

で
6
5
歳

以
上

の
か

た
を

対
象

と
し

ま
す

(4
/
2
以

降
に

6
5
歳

に
な

る
方

は
次

年
度

か
ら

シ
ニ

ア
会

員
と

な
り

ま
す

)．

学
生
証
の
写
しを

ここ
へ
貼
付

『学
生
会
員
』入

会
希
望
者
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